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過労死について考えるつどい

いま、 「過労死」が社会問題になっています。県内でも深刻な人手不足が続いており、過労死の認
定申請や労働災害発生件数も増加傾向です。長時間労働を是正して、「働きやすい職場」を実現す
ることは労使ともに待ったなしの課題です。
一方で政府は「働き方改革」として、「残業代ゼロ法」や過労死ライン容認の「時間外労働上限規

制」等をすすめようとしており 、長時間労働の抑制どころか、過労死を助長しかねません。本当の意
味で「働きやすい」職場の実現に向けて、働く者と事業者がともに考えあう機会として「過労死につい
て考えるつどい」を開催します。多くの皆さんのご参加を呼びかけます。

主催 働くもののいのちと健康を守る岩手県センター

後援 岩手労働局、岩手県、盛岡市

連絡先 働くもののいのちと健康を守る岩手県センター（いわて労連内）

盛岡市本町通二丁目１番３６号 浅沼ビル５階 担当 角掛

TEL 019-625-9191 FAX 019-654-5092 E-mail roren@iwateroren.org

基調報告 過労死のない職場をつくるために
― 県 内 の 現 状 と 課 題 ―

報 告 者 高木 隆造 さん（岩手県立大学名誉教授）

参 加 無 料

日 時 １１月２３日（木・祝日）
１３時３０分～１６時

場 所 岩 手 県 公 会 堂 ２ ６ 号 室

シンポジウム
わ た し 、 は た ら き や す い 職 場 を 求 め ま す
～ ８時間働いたら帰れる 、 ま と も に暮 らせる社会を ！ ～

コーディネーター
高木隆造さん（岩手県立大学名誉教授）

シンポジス ト
・菊田 哲 さん （岩手県中小企業家同友会事務局長）

・工藤 和雄 さん （いわて労働相談所所長）

・ 阿部 恵子 さん （いわて生協労組 副委員長）

・ 「保育職場から」 （岩手県社会福祉労組 依頼中 ）

１９４８年、北海道生まれ。専門は、労務管理、労働問題。

参加者との
意見交換も
行います！



いの健フォーラム ２０１７過労死を考えるつどい

「わたし、はたらきやすい職場を求めます」
８時間働いたら帰れる、まともに暮らせる社会を！

参加申込用紙

ファックス番号 ０１９－６５４－５０９２
１１月１６日までに連絡をお願いします。

団体名

参加人数 人

氏 名 氏 名


